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府老連 きょうときょうと
2022.7

173No.

伊根町老連の囲碁ボール

府内最小の老人クラブですが…
　伊根町は日本海に面した人口約2000人足らずの小さな町で、町老連は会員数77名の府内
最小の老連です。そうしたなか、月 1 回、町内の全会員が老人福祉センター「泊

はく

泉
せん

苑
えん

」に
集い、健康講座やカラオケ、体操、そして温泉にもつかりながら、クラブ同士の交流を図っ
ています。
　スポーツも盛んですが、最近「囲碁ボール」を始めました。みんなで教え合いながら、
新しい種目も増えて、毎回“うきうき”しながら楽しんでいます。
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山
々
の
緑
も
色
濃
く
、
空
に
は
夏
雲
の
漂
う
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
お
過

し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
運
営
に
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

私
、
こ
の
た
び
、
去
る
5
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
理
事

会
に
お
き
ま
し
て
、
理
事
の
皆
様
方
の
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、
は
か
ら
ず
も
再
び
、
本
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
さ
ら
な
が
ら
そ
の
責
任

の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
役
員
の
方
々
を
は
じ
め
、

経
験
豊
か
な
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
本
会

の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
市
町
村
老

連
で
は
、
約
2
年
半
に
わ
た
っ
て
活
動
の
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
こ
の
た
め
、
新
規
加
入
者
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
る
一
方
、
活
動
の
停
滞
に
よ
り
、
会
員
の
退
会

や
ク
ラ
ブ
の
解
散
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
府
老
連
の
会
員
数
は
、
4
，
5
1
8

名
の
大
幅
減
と
な
り
、
9
．
4
％
の
減
少
率
は
、
府
老
連

始
ま
っ
て
以
来
の
過
去
最
大
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
危

機
的
な
状
況
の
中
で
、
ク
ラ
ブ
の
解
散
・
退
会
の
防
止
に

全
力
を
挙
げ
、
会
員
数
を
減
ら
さ
な
い
取
組
が
最
重
点
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
つ
つ
あ
り
、
会
員

皆
様
の
意
識
も
徐
々
に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
へ
と
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

府
老
連
と
し
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
安
易
に

事
業
の
自
粛
や
中
止
を
選
択
し
な
い
よ
う
、
ま
た
、
活
動

の
停
滞
や
気
力
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、「
感

染
防
止
と
健
康
維
持
の
両
立
」
を
め
ざ
し
た
取
組
を
呼
び

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
え
な
い
時
節
柄
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
感
染
予
防
を
講
じ
な
が
ら
、
人
と

人
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て

「
人
生
1
0
0
年
時
代
」を
楽
し
く
元
気
に
過
し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
各
市
町
村
老
連
の
益
々
の
ご

発
展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
私
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

（
一
財
）
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

橋 

本　

俊 

次

・
宇
治
市�

武
藤
　
　
守

・
城
陽
市�

安
田
　
行
雄

・
向
日
市�

上
崎
　
勝
彦

・
長
岡
京
市�

中
田
　
正
紀

・
八
幡
市�

小
山
　
文
明

・
京
田
辺
市�

柳
田
　
正
廣

・
木
津
川
市�

兎
本
　
久
和

・
久
御
山
町�

惠
　
　
達
男

・
井
手
町�

河
本
　
　
保

・
宇
治
田
原
町�

垣
内
　
秋
弘

・
笠
置
町�

西
岡
　
良
祐

・
和
束
町�

岡
田
　
　
勇

・
精
華
町�

鈴
木
　
圭
吾

・
南
山
城
村�

奥
谷
　
善
巳

・
福
知
山
市�

松
本
　
和
徳

・
綾
部
市�

田
中
　
丈
夫

・
亀
岡
市�

林
　
　
　
昭

・
南
丹
市�

中
澤
　
義
久

・
京
丹
波
町�

上
田
　
秀
男

・
舞
鶴
市�

新
谷
　
一
幸

・
宮
津
市�

橋
本
　
俊
次

・
京
丹
後
市�

森
口
　
茂
樹

・
伊
根
町�

藤
原
　
一
彦

・
与
謝
野
町�

杉
本
　
弘
治

市町村老連　会長市町村老連　会長
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府
老
連

府
老
連  

新
役
員
体
制

新
役
員
体
制

会
　
　
長	

橋
本
　
俊
次
（
宮
津
市
）

副 

会 

長	
柳
田
　
正
廣
（
京
田
辺
市
）

	
林
　
　
　
昭
（
亀
岡
市
）

	

森
口
　
茂
樹
（
京
丹
後
市
）

	

井
手
口
温
美
（
亀
岡
市
）

	

大
道
　
俊
樹
（
綾
部
市
）

常
務
理
事	

中
川
　
　
剛
（
事
務
局
長
）

理
　
　
事	

武
藤
　
　
守
（
宇
治
市
）

	

安
田
　
行
雄
（
城
陽
市
）

	

小
山
　
文
明
（
八
幡
市
）

	

岡
田
　
　
勇
（
和
束
町
）

	

松
本
　
和
徳
（
福
知
山
市
）

	

中
澤
　
義
久
（
南
丹
市
）

	

宇
治
タ
カ
子
（
城
陽
市
）

	

渋
谷
ス
ミ
子
（
京
田
辺
市
）

	

中
川
百
合
子
（
木
津
川
市
）

	

小
和
田
宏
子
（
舞
鶴
市
）

	

岩
永
　
英
光
（
長
岡
京
市
）

	

西
林
千
代
美
（
八
幡
市
）

	

田
中
　
　
健
（
木
津
川
市
）

	

齊
藤
　
正
剛
（
宮
津
市
）

監
　
　
事	

今
堀
　
正
嗣
（
長
岡
京
市
）

	

塩
見
　
康
郎
（
福
知
山
市
）

	

岩
本
　
正
明
（
与
謝
野
町
）

上
崎
　
勝
彦
（
向
日
市
）

中
田
　
正
紀
（
長
岡
京
市
）

垣
内
　
秋
弘（
宇
治
田
原
町
）

村
田
　
正
行
（
井
手
町
）

兎
本
　
久
和
（
木
津
川
市
）

大
江
　
喜
次
（
福
知
山
市
）

田
中
　
丈
夫
（
綾
部
市
）

上
田
　
秀
男
（
京
丹
波
町
）

村
尾
　
昌
治
（
舞
鶴
市
）

糸
井
　
満
雄
（
与
謝
野
町
）

加
藤
　
久
子
（
長
岡
京
市
）

末
光
　
和
子
（
八
幡
市
）

奥
仲
真
智
子
（
南
山
城
村
）

笠
浪
　
信
江
（
南
丹
市
）

梅
田
　
重
子
（
京
丹
後
市
）

岡
　
　
孝
昭
（
久
御
山
町
）

藤
井
　
重
博
（
京
田
辺
市
）

相
浦
清
市
郎
（
南
山
城
村
）

伊
豆
田
藤
吉
郎
（
亀
岡
市
）

井
上
　
正
則
（
与
謝
野
町
）

評 

議 

員

令和3年度　府老連収支決算書
（収入の部）
科　目 決算額 附　　　　記

財産収益 1,047 利息

分 担 金 6,280,800
補助クラブ� 976クラブ
非補助クラブ� 66クラブ

補助金等 14,429,000 京都府補助金
広 告 料 160,000 機関紙広告
雑 収 入 59,803 図書斡旋手数料、会員章販売　他
収入計Ⓐ 20,930,650

（支出の部）� 単位：円
科　目 会計区分 決算額 附　　　　　記

事 業 費
事業会計 16,151,007 老人クラブ大会、健康づくり、相互支援

リーダー研修、広報一般活動、職員給与
組織強化 557,423 会員増強運動

管 理 費 法人会計 3,306,940 役員会議費、事務局運営費、光熱水費　他
支出計Ⓑ 20,015,370

（収支差額）
当期収支差額 915,280 収入Ⓐ　－　支出Ⓑ

正味財産期末残高 34,826,898 前年度繰越金33,981,618＋
（当期差額915,280－法人税70,000）

正味財産増加額 845,280 期末残高　－　前年度繰越金

第178回　理事会（ 5月17日） 新正副会長　第179回　理事会（ 5月31日）



2022 No. 173 4

府 老 連 報 告

Ⅱ　

基
本
方
針

　

京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
1
，
0
5
0
ク
ラ
ブ
、
約

4
8
，
0
0
0
会
員
を
擁
す
る
高
齢
者
を
代
表
す
る
組
織
と
し

て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
き
が
い
と
健
康
長
寿
を
め
ざ
し
て
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
全
国
三
大
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩

な
活
動
を
推
進
す
る
。

　

特
に
、「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
を
迎
え
る
中
、
高
齢
者
同

士
が
共
に
支
え
合
う
「
友
愛
活
動
」
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も

に
、「
仲
間
づ
く
り
」
の
輪
を
広
げ
る
「
会
員
増
強
運
動
」
を

展
開
す
る
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
「
新
地
域
支
援
事
業
」
へ

の
参
画
な
ど
、
行
政
や
関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
む
け
て
、
社
会

的
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

Ⅲ　

事
業
の
重
点

①�　

全
国
三
大
運
動
で
あ
る
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
活
動

を
基
本
と
し
て
、
引
き
続
き
「
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ

く
り
・
仲
間
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
の
活
動
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

②�　
「
老
人
ク
ラ
ブ
1
0
，
0
0
0
人
会
員
増
強
運
動
」（
平

成
26
年
度
か
ら
5
ヵ
年
）
等
の
取
組
を
と
お
し
て
会
員
増
強

の
気
運
は
盛
り
上
が
り
、
各
地
域
で
は
創
意
工
夫
あ
る
取
り

組
み
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　

�　

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
減

少
の
大
き
な
要
因
で
あ
る

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
解

散
・
退
会
の
防
止
に
全
力

を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
趣

味
の
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動

を
核
と
し
た
新
し
い
ク
ラ

ブ
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
さ

ら
な
る「
会
員
増
強
運
動
」

を
展
開
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

�　

運
動
に
あ
た
っ
て
は
、

5
ヵ
年
の
総
括
で
提
起
し

た
「
5
つ
の
実
践
目
標
」

に
努
め
る
。

③�　

人
生
1
0
0
年
時
代
を

見
据
え
て
「
高
齢
者
の
最

大
の
目
標
は
健
康
！
」
を

大
き
な
柱
に
掲
げ
、
会
員

や
一
般
高
齢
者
を
対
象
に
、

のばそう！健康寿命、 担おう！地域づくりをのばそう！健康寿命、 担おう！地域づくりを
令和4年度
事業計画

Ⅰ メインテーマ

〈健康寿命〉	 ○健康寿命を伸ばし、自立した生活、生きがいのある生活の実現を目指します。
	 ○仲間や地域の高齢者とともに継続的な健康活動に取り組みます。
〈地域づくり〉	○他世代や関係団体と連携し、安全・安心の住みよい地域づくりを目指します。
	 ○元気高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり・機会づくりを広げます。

八幡市足立会
「うさぎ公園の花壇づくり」

亀岡市千代田区中老人クラブ
「趣味の作品作り」
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健
康
づ
く
り
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
。

　
�　

こ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
サ
ロ
ン
等
の
介

護
予
防
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

④�　

こ
れ
か
ら
は
疾
病
予
防
と
併
せ
て
高
齢
者
の
生
活
機

能
の
低
下
を
防
ぐ
「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
」
の
活

動
に
向
け
て
、「
体
力
測
定
」
や
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

の
普
及
な
ど
、
高
齢
者
が
参
加
し
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実
を
図
る
。

⑤�　

高
齢
者
の
孤
独
死
と
と
も
に
、高
齢
者
を
狙
っ
た「
特

殊
詐
欺
」
等
の
高
齢
消
費
者
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

市
町
村
老
連
が
行
う
友
愛
訪
問
の
見
守
り
・
相
互
支
援

の
活
動
を
支
援
し
、
地
域
の
「
絆
」
を
一
層
強
め
て
い

く
取
り
組
み
を
促
進
す
る
。

⑥�　

府
内
の
す
べ
て
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
新

地
域
支
援
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
）」
に
呼
応
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
友
愛
活
動
な
ど
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
多

様
な
生
活
支
援
、
多
様
な
通
い
の
場
づ
く
り
を
す
す
め

て
い
く
。

⑦�　

女
性
委
員
会
に
お
い
て
は
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

と
市
町
村
相
互
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、

「
ブ
ロ
ッ
ク
別
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

を
開
催
す
る
。

　

�　

研
修
会
を
と
お
し

て
、
日
頃
の
活
動
や

会
員
増
強
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
情
報
交

換
し
、
魅
力
あ
る
活
動
と
組
織
の
強
化
を
目
指
す
。

　

�　

ま
た
、
女
性
委
員
会
を
中
心
に
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

体
操
」
の
普
及
を
図
る
。

⑧�　

若
手
委
員
会
に
お
い
て
は
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

と
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、「
若
手
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
を
開
催
す
る
。

　

�　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
公
式
ワ
ナ
ゲ
」

の
普
及
に
加
え
、
新
た
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
、
趣
味
の
活
動
な
ど
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
様
々
な
活
動
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
会
員

の
加
入
促
進
に
努
め
る
。

⑨�　

世
代
間
交
流
や
子
ど
も
の
見
守
り
、
子
育
て
支
援
の

活
動
な
ど
、「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
を

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
児
童
委
員
会
等
と
連
携
・
協

働
し
て
推
進
す
る
。

　

�　

特
に
、
市
町
村
老
連
の
発
展
に
は
、
行
政
当
局
の
理

解
と
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
府
や
市
町
村

に
お
い
て
定
期
的
な
「
行
政
懇
談
会
」
を
実
施
す
る
。

⑩�　

仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
多
く
の
高

齢
者
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。

　

�　

こ
の
た
め
、
府
老
連
や
市
町
村
老
連
に
よ
る
機
関
紙

等
の
発
行
を
は
じ
め
、
市
町
村
や
社
会
福
祉
協
議
会
等

の
広
報
媒
体
へ
の
情
報
提
供
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
わ
か
り
や

す
く
親
し
み
や
す
い
広
報
活
動
を
展
開
す
る
。

⑪�　

事
業
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
府
老
連
の
役
職
員
が

市
町
村
老
連
に
出
向
き
、
組
織
や
活
動
の
強
化
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
府
老
連
と
市
町
村
間
の
交
流
を
さ
ら

に
進
め
る
な
ど
、
一
層
の
連
携
を
図
る
。

令和4年度　府老連収支予算書
（収入の部）
科　目 予算額 附　　　　記

財産収益 600 利息　等

分 担 金 6,312,300
補助クラブ� 981クラブ
非補助クラブ� 66クラブ

補助金等 14,165,000 京都府補助金

広 告 料 250,000 機関紙広告
雑 収 入 80,100 会員章販売　他
収入計Ⓐ 20,808,000

（支出の部）� 単位：円
科　目 会計区分 予算額 附　　　　　記

事 業 費
事業会計 16,742,000 老人クラブ大会、健康づくり、相互支援

リーダー研修、広報一般活動、職員給与
組織強化 513,000 会員増強運動

管 理 費 法人会計 3,357,000 役員会議費、事務局運営費、光熱水費　他
支出計Ⓑ 20,612,000
（収支差額）
当期収支差額 196,000 収入Ⓐ　－　支出Ⓑ
正味財産期首残高 34,826,898 前年度からの繰越金

丹後ブロック
グラウンドゴルフ大会
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令和4年度 主要事業日程
月 日 府老連関係 開催地 日 全老連関係 開催地

４
25日（月）
27日（水）
28日（木）

女性委員会総会
近畿老人クラブ連絡協議会
若手委員会総会

京都市
和歌山県
京都市

５

11日（水）
17日（火）
31日（火）

監事会
第178回理事会
第74回評議員会（役員改選）
第179回理事会（新理事会）

京都市
京都市
京都市
京都市

６
24日（金）
30日（木）

市町村新会長・事務局会議
近畿ブロック老人クラブリーダー
研修会

京都市
大阪市

16日（木） 評議員会 東京都

７ 20日（水） 市町村老連リーダー研修会 京都市 26日（火） 全国事務局長会議 東京都

８

９

14日（水）
15日（木）
20日（火）
29日（木）

丹後ブロック女性リーダー研修会
「老人の日」「老人週間〜21（水）」
「社会奉仕の日」
山城ブロック女性リーダー研修会

舞鶴市
全国一斉
全国一斉
神戸方面

10
4 日（火）
13日（木）

丹波ブロック女性リーダー研修会
第43回京都府老人クラブ大会

亀岡市
京都市

11

8 日（火）

12日（土）
〜15（火）

全老連設立60周年記念
全国老人クラブ大会

第34回全国健康
福祉祭かながわ大会

東京都
（国技館）

神奈川県

12
2 日（金）
16日（金）

若手委員会リーダー研修会
第180回理事会

八幡市
京都市

1日（木）
〜 2（金）

高齢者の健康づくり・
生活支援セミナー

東京都

１

２
15日（水）
未　定

市町村老連会長・事務局会議
近畿老人クラブ連絡協議会

京都市
兵庫県

2日（木）
〜 3（金）

全国会長等代表者
会議

東京都

３ 15日（水） 第181回理事会 京都市 14日（火） 評議員会 東京都

※令和 5年度　近畿ブロック老人クラブリーダー研修会（兵庫県）　未　定�　※令和 6年度：京都府
　　　　　　　第35回全国健康福祉祭えひめ大会（愛媛県）　　　　令和 5年10月28日（土）〜 31日（火）
　　　　　　　第52回全国老人クラブ大会（秋田県）　　　　　　　令和 5年11月 8 日（水）〜 9日（木）



2022 No. 1737

府 老 連 報 告

老人クラブ・会員数の推移
（各年４月１日現在）

コロナ禍のなか、会員数が大きく減少コロナ禍のなか、会員数が大きく減少
～ クラブ解散の防止に全力を挙げ、新たな取組を ～

長引くコロナ禍の影響を受け、各市町村老連では活動の自粛等により、新規加入者を確保するこ
とが難しくなる一方、クラブの解散や老連からの脱会など、厳しい状況が続いてきました。
こうした中、会員数は、4,518名、9.4％の大幅な減となり、京都府老連始まって以来の過去最大

の減少となりました。
府老連では、危機的な状況と受け止め、クラブの解散・退会がこれ以上拡大・波及しないよう、「今

後の対応策」を今年度中に取りまとめたいと考えています。
まずは、大幅な減少となった要因や課題を探るための「アンケート調査」をはじめ、該当市町村
老連への「原因分析・現地支援」を進め、一方、クラブの新設や復活、市町村老連への再加入など
につなげた「成功事例」を普及したいと考えます。
また、今回の厳しい状況を踏まえ、単位クラブの負担を少

しでも軽減し、会員増強につなげていただくために「分担金
の値下げ」を行うこととしています。
コロナ禍の収束が見えない中ではありますが、安易に事業

を自粛・中止することのないよう、また、活動の停滞を招く
ことのないように、これまで同様「感染防止」と「健康維持」
の両立をめざした活動の展開を呼びかけてまいります。

市町村別　クラブ数・会員数増減（令和3年～令和4年）
（令和４年４月１日現在）

市町村
単位クラブ数 会員数（人）

令和 3 年 令和 4 年 増△減 令和 3 年 令和 4 年 増△減
宇 治 市 56 53 △ 3 2,381 2,215 △ 166
城 陽 市 66 66 0 3,565 3,437 △ 128
向 日 市 27 27 0 1,063 1,024 △ 39
長 岡 京 市 50 49 △ 1 2,565 2,454 △ 111
八 幡 市 59 54 △ 5 4,082 3,787 △ 295
京 田 辺 市 62 62 0 3,205 3,060 △ 145
木 津 川 市 89 87 △ 2 3,576 3,314 △ 262
大 山 崎 町 5 5 0 175 140 △ 35
久 御 山 町 30 29 △ 1 1,843 1,778 △ 65
井 手 町 18 13 △ 5 1,544 1,249 △ 295
宇治田原町 23 23 0 1,234 1,179 △ 55
笠 置 町 9 9 0 527 523 △ 4
和 束 町 14 14 0 942 881 △ 61
精 華 町 27 27 0 1,922 1,835 △ 87
南 山 城 村 9 9 0 645 603 △ 42
山城ブロック計 544 527 △ 17 29,269 27,479 △ 1,790
福 知 山 市 112 108 △ 4 4,499 4,189 △ 310
綾 部 市 52 47 △ 5 2,462 2,183 △ 279
亀 岡 市 48 38 △ 10 2,105 1,728 △ 377
南 丹 市 81 60 △ 21 2,761 2,001 △ 760
京 丹 波 町 30 22 △ 8 841 591 △ 250
丹波ブロック計 323 275 △ 48 12,668 10,692 △ 1,976
舞 鶴 市 37 34 △ 3 1,612 1,453 △ 159
宮 津 市 27 24 △ 3 1,007 911 △ 96
京 丹 後 市 78 72 △ 6 1,688 1,469 △ 219
伊 根 町 8 6 △ 2 83 77 △ 6
与 謝 野 町 31 27 △ 4 1,710 1,438 △ 272
丹後ブロック計 181 163 △ 18 6,100 5,348 △ 752
合　　計 1,048 965 △ 83 48,037 43,519 △ 4,518

年度 老人クラブ数（クラブ） 会員数（人）

平成9年 1,729 96,119

23年 1,407 △ 32 75,032 △ 2,739

24年 1,364 △ 43 71,884 △ 3,148

25年 1,336 △ 28 69,974 △ 1,910

26年 1,271 △ 65 65,469 △ 4,505

27年 1,252 △ 19 63,996 △ 1,473

28年 1,221 △ 31 61,374 △ 2,622

29年 1,203 △ 18 59,144 △ 2,230

30年 1,150 △ 53 55,940 △ 3,204

令和元年 1,131 △ 19 54,221 △ 1,719

2年 1,083 △ 48 50,974 △ 3,247

3年 1,048 △ 35 48,037 △ 2,937

4年 965 △ 83 43,519 △ 4,518

叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

　府老連では、入会案内のパン
フレットを作成しました。地域
の募集チラシと併せて、どしど
し活用してください。
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「「女性女性委員会委員会」・「」・「若若手委員手委員会会」の新体制がスタート！」の新体制がスタート！

令
和
４
年
度　

女
性
委
員
会
事
業
計
画

１　

事
業
方
針　

～
男
女
共
同
参
画
の
ク
ラ
ブ
づ
く
り
～

①　

老
連
役
員
へ
の
積
極
的
な
参
画

②　

大
会
や
研
修
会
等
へ
の
女
性
の
参
加
を
拡
大

③　

一
般
高
齢
者
へ
の
参
加
呼
び
か
け

④　

友
愛
活
動
、
地
域
見
守
り
活
動
の
推
進

⑤　

高
齢
消
費
者
被
害
防
止
活
動
の
推
進

⑥　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
の
普
及

２　

常
任
委
員
会　

随
時　

（
年
３
回
）

３　

ブ
ロ
ッ
ク
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

〇
山
城
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

日
時　

9
月
29
日
（
木
）

　
　

内
容　

バ
ス
に
よ
る
研
修
視
察
（
神
戸
市
）

〇
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

日
時　

10
月
4
日
（
火
）

　
　

会
場　

ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か

〇
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

日
時　

9
月
14
日
（
水
）

　
　

会
場　

舞
鶴
市
中
総
合
会
館

４　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
運
動
の
推
進

令
和
４
年
度　

若
手
委
員
会
事
業
計
画

１　

事
業
方
針

　
　

～
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
と
組
織
の
強
化
～

①　

老
連
役
員
へ
の
積
極
的
な
参
画

②　

各
市
町
村
老
連
「
若
手
部
」
の
組
織
化

③　

若
手
会
員
の
大
会
や
研
修
会
等
へ
の
参
加
を
拡
大

④　

若
手
高
齢
者
の
加
入
促
進

⑤　

友
愛
活
動
、
地
域
見
守
り
活
動
の
推
進

⑥　

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
の
普
及
・
促
進

⑦　

高
齢
者
の
体
力
測
定
の
普
及
・
促
進

２　

常
任
委
員
会　

随
時　

（
年
３
回
）

３　

若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
日
時　

12
月
2
日
（
金
）

・
内
容　

「
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
試
合
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」

・
会
場　

八
幡
市
民
体
育
館

４　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
運
動
の
推
進

委
員
長�

井
手
口
温
美
（
亀
岡
市
）

副
委
員
長�

宇
治
タ
カ
子
（
城
陽
市
）

�

渋
谷
ス
ミ
子
（
京
田
辺
市
）

�

中
川
百
合
子
（
木
津
川
市
）

�

小
和
田
宏
子
（
舞
鶴
市
）

常
任
委
員�

加
藤
　
久
子
（
長
岡
京
市
）

�

末
光
　
和
子
（
八
幡
市
）

�

奥
仲
真
智
子
（
南
山
城
村
）

�

笠
浪
　
信
江
（
南
丹
市
）

�
梅
田
　
重
子
（
京
丹
後
市
）

女
性
委
員
会
　
新
役
員

女
性
委
員
会
　
新
役
員

　ハートピア京都において、４月25日に女性委員会及び４月28日に若手委員会の
「総会」が開催されました。総会では、令和４年度の事業計画と新しい役員が決定
され、新たな体制がスタートしました。

委
員
長�

大
道
　
俊
樹
（
綾
部
市
）

副
委
員
長�

岩
永
　
英
光
（
長
岡
京
市
）

�

西
林
千
代
美
（
八
幡
市
）

�

田
中
　
　
健
（
木
津
川
市
）

�

齊
藤
　
正
剛
（
宮
津
市
）

常
任
委
員�

岡
　
　
孝
昭
（
久
御
山
町
）

�

藤
井
　
重
博
（
京
田
辺
市
）

�

相
浦
清
市
郎
（
南
山
城
村
）

�

伊
豆
田
藤
吉
郎
（
亀
岡
市
）

�

井
上
　
正
則
（
与
謝
野
町
）

若
手
委
員
会
　
新
役
員

若
手
委
員
会
　
新
役
員

若手委員会　新役員

女性委員会　新役員



2022 No. 1739

府 老 連 報 告

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
、
3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

る
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、
6
月
30

日
、
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
畿
地
区
か
ら
1
9
8
名
、
府
老
連
か
ら
は
19

名
（
男
性
11
名
、
女
性
8
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
後
の
新
た
な
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
」
を

見
据
え
て
、
各
府
県
の
取
組
事
例
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

～コロナ後を見つめて、新たな老人クラブ活動の展開を～

 

午
後
の
部 

　

午
後
は
4
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
討
議
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
2
分
科
会
「
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
友
愛
活
動
の
推

進
」
で
は
、
福
知
山
市
老
連
の
根
垣
万
里
子
福
祉
友
愛
部
長

が
「
在
宅
を
支
え
る
相
互
支
援
事
業
〜
私
た
ち
に
出
来
る
こ

と
」
と
題
し
て
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
I
C
T
（
情
報
通
信
）
を
活
用
し
た
活
動
」
の

第
4
分
科
会
で
は
、
与
謝
野
町
老
連
の
井
上
正
則
さ
ん
が
座

長
を
務
め
ま
し
た
。

　

2
年
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
の
分
科
会
も
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
都
道
府
県
間
の
交
流
も
深
め
ま
し

た
。

　

来
年
度
は
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

午
前
の
部 

　

開
会
式
に
引
き
続
き
、
全
老
連
河
野
参
事
か
ら
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て「
基
調
報
告
」

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
お
も
し
ろ
旅
企
画
ヒ
ラ
タ
屋
代
表
の
平

田
進
也
氏
か
ら
「
生
涯
青
春
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

人
生
楽
し
も
う
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
数
多
く
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も
出
演
さ
れ
、

「
ナ
ニ
ワ
の
カ
リ
ス
マ
添
乗
員
」
と
し
て
活
躍
。
40

年
に
わ
た
る
添
乗
を
と
お
し
て
、「
心
の
持
ち
方
次

第
で
い
つ
ま
で
も
青
春
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
人
生
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
」
と
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
話
さ
れ
、
終
始
会
場
は
笑

い
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

老人クラブリーダー研修会老人クラブリーダー研修会令和４年度令和４年度
近畿ブロック近畿ブロック

座長の井上さん

根垣さんの事例発表

事例発表の要旨（福知山市老連）
■コロナ禍の中、つながりを第一に
　コロナ禍では、多くの高齢者が家
に閉じこもりがちになり、会員と単
位クラブのつながりが途切れがちに
なります。
　そうならないよう、「つながり」を
最大の目標にして取り組みました。

■「タオル 1枚運動」でつながりを
　①会員同士のつながりを維持し、
②社会に貢献できることは・・と考え、
タオル 1 枚運動を復活することにし
ました。
　全会員に呼びかけたところ、市民
にも運動が広がり、約2,000枚のタオ
ルが集まりました。
　また「古切手」27,100枚「テレフォ
ンカード」313枚、「ペットボトルの
キャップ」50袋（45ℓ袋）が集まり
ました。
　これらは、市内の介護施設や共同
作業所、社協等に届け、皆さんに喜
んでいただきました。

■コロナ後のこれから
　 3 年目を迎えた with コロナの生活。
　福知山でも今までにない人数が感
染し、高齢者の感染も増えました。
　コロナ禍の時だからこそ、活動を
中断するのではなく、感染予防に注
意しながら、「高齢者の孤立」を防止
し、「支え合って生活」することの原
点を会員のみんなで確認することが
できました。さらに、活動を続けて
いきたいと思います。
� （福知山市老連　根垣万里子）
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秀
男
会
長
が
新
た
に
就
任
。
最
初
の
役
員
会

で
は
、「
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
楽
し
み
は
？
」「
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
？
」
な
ど
、
改

め
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
意
義
を
確
認
し
、
今
後

の
対
応
策
を
さ
っ
そ
く
協
議
し
ま
し
た
。

■
解
散
ク
ラ
ブ
の
復
活
に
向
け
て

　
「
活
性
化
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
会
員
増

強
策
を
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
と

り
わ
け
、
山
間
地
域
で
の
公
共
交
通
の
不
便

さ
か
ら
、
町
老
連
の
事
業
に
参
加
で
き
な
い

人
を
ど
う
支
援
し
て
く
か
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
老
連
だ
け
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
る

た
め
、
町
役
場
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も

に
、
オ
ー
ル
京
丹
波
町
で
対
応
し
て
い
く
枠

組
み
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
役
員
体
制
の
も
と
、
機
関
紙
を
発

行
す
る
な
ど
、
ま
ず
は
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を

広
く
P
R
し
て
、
会
員
増
強
や
ク
ラ
ブ
間

の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
事
務
局　

山
﨑
）

京
丹
波
町
老
連

　

会
長　

上
田　

秀
男

　
　

京
丹
波
町

　
　

人　

口　
　

1
3
，
2
0
5
人

　
　

ク
ラ
ブ
数　

22

　
　

会
員
数　
　

5
9
1
人

　
　

65
歳
以
上
加
入
率　

10
％

■
旧
3
町
が
合
併

　

京
丹
波
町
老
連
は
、
平
成
17
年
に
旧
3
町

が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

旧
丹
波
町
・
瑞
穂
町
・
和
知
町
の
3
町
は
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
歴
史
と
特
性
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
旧
町
を
支
部
と
し
て
事
務
局
を
残

し
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
会
員
数
の
減
少
が
続
く
な
か

　

京
丹
波
町
は
、
山
間
地
域
に
集
落
が
点
在

し
、
ま
た
、
高
齢
化
率
は
44
％
（
和
知
地
区

で
は
50
％
）
を
超
え
、
府
内
で
有
数
の
高
齢

化
が
進
ん
だ
地
域
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
も
あ
り
、
会
員
数
は
年
々

減
少
し
、
令
和
3
年
度
末
に
は
、
8
ク
ラ
ブ
が

脱
会
し
て
22
ク
ラ
ブ
と
な
り
、
会
員
数
は
29�

％
減
と
、
大
き
く
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
令
和
4
年
度
に
は
、
上
田

市 町 村 老 連 だ よ り

久
御
山
町
シ
ニ
ア
連

　

会
長　

惠　

達
男

　
　

久
御
山
町

　
　

人　

口　
　

1
5
，
5
5
5
人

　
　

ク
ラ
ブ
数　

29

　
　

会
員
数　
　

1
，
7
7
8
人

　
　

65
歳
以
上
加
入
率　

36
％

■
旅
行
に
行
っ
た�

�

　
　
　
　
　

気
分
に
‼

　

令
和
3
年
度
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
親
睦
旅

行
や
会
食
が
難
し
い
た

め
「
旅
行
に
行
っ
た
気
分
に
な
ろ
う
！
」

と
題
し
て
「
世
界
の
絶
景
D
V
D
」
鑑

賞
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
座
と
し
て
、
津
田
女
性
委
員
長
に
よ

る
腹
話
術
と
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
披
露
。

　

役
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
の
ス
ク

リ
ー
ン
で
鑑
賞
し
、
音
響
も
よ
く
環
境
は

万
全
。

　

日
本
各
地
の
土
産
と
缶
ビ
ー
ル
、
お
茶

な
ど
の
手
土
産
を
参
加
者
へ
渡
し
、
ま
さ
に

旅
行
気
分
が
味
わ
え
る
と
大
好
評
で
し
た
。

　

旅
行
が
開
催
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
も
、

D
V
D
鑑
賞
会
は
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
若
手
・
女
性
の
合
同
奉
仕
活
動

　

若
手
委
員
を
募
集
し
て
も
役
を
持
た
さ

れ
る
と
勘
違
い
さ
れ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
ら

な
か
っ
た
の
で
、
今
年
度
か
ら
、
本
部
役

員
（
正
副
会
長
以
下
9
名
）
が
ま
ず
若
手

委
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

最
近
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

や
通
路
に
落
ち
葉
や
草
が
多
く
歩
き
に
く

い
と
の
苦
情
が
。
こ
の
た
め
、
若
手
委
員

で
は
、
歩
道
の
落
ち
葉
拾
い
や
、
草
引
き
、

花
壇
の
花
植
え
な
ど
を
行
う
活
動
を
早
速

計
画
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

2
回
目
以
降
は
、
こ
う
し
た
奉
仕
活
動

の
参
加
者
を
募
り
、
若
手
委
員
会
や
女
性

委
員
会
へ
導
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
理
事
の
負
担
軽
減
対
策

　

シ
ニ
ア
連
で
は
、
年
間
12
回
理
事
会
を

開
催
し
、
各
事
業
の
日
程
調
整
や
企
画
運

営
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
か
ら
は
、
理
事
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
企
画
運
営
等
は
役
員
会

で
行
い
、
理
事
へ
は
決
定
事
項
、
懸
案
事

項
を
書
面
で
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

理
事
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
役
員
会
と
理
事
会
の
役
割
を
分
担
し

て
、
会
議
の
効
率
化
も
図
っ
て
い
ま
す
。

�

（
事
務
局　

成
瀬
）

役員のみなさん

「世界の絶景」鑑賞会

「津田女性委員長のショー」
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悪徳商法・詐欺が高齢者を狙っています！
～「京都府消費生活安全センター」からのお知らせ～

■消費生活センターとは…
　消費生活センターは、地方公共団体が設置す
る行政機関です。
　京都府内全市町村に「消費生活相談窓口」が
設置されており、事業者に対する消費者の苦情
や相談対応、消費者啓発活動や生活に関する情
報提供などを、中立公正な立場で行っています。

■高齢者の消費者トラブルの特徴
　悪質事業者は高齢者の不安 3 K、「お金の不
安」、「健康の不安」、「孤独の不安」を狙ってい
ます。
　一方、高齢者は、情にもろく、優しい言葉で
誘う人を信じ込むなど、騙されたことに気付き
にくい傾向があります。また、被害に遭っても
「恥ずかしい。」「知られたくない。」と思って、
相談しない傾向があります。

■高齢者に多い消費者トラブル
　下図は、昨年度、京都府内の消費生活相談窓
口に寄せられた相談件数の暫定値を販売方法別
にグラフにしたものです。
　60歳代以上から寄せられる相談は「通信販売」
が最も多く、年齢が上がるにつれて「訪問販売」
や「電話勧誘販売」が多くなっています。

○「通信販売」では、テレビショッピングで購
入した商品の返品条件が思っていた内容と違っ
ていたり、スマートフォンなどで見つけた商品
をお試し 1回限りと思って申し込んだら定期購
入だった等のトラブルが多いです。通信販売に
は特定商取引法によるクーリング・オフ制度の
適用がありませんので、注文時には返品の条件
をよく確認してください。

○「訪問販売」や「電話勧誘販売」では、トイ
レの調子が悪く、見積もりのつもりで呼んだ事
業者からその場で契約を迫られて契約してしま
い、広告などの表示額より高額な金額を請求さ
れる等、その場で判断が難しい契約を強引に勧
誘されるケースが目立ちます。訪問販売や電話
勧誘販売で契約をした場合は、クーリング・オ
フができる場合があります。

■トラブルに遭わないために
　消費者トラブルは人ごとではありません。自
分は大丈夫と思い込まず、日頃からいろいろな
消費者トラブルについて知っておきましょう。
また、高齢者のトラブルを防ぐには、周囲の方
の見守りも重要です。不審な電話を受けた時の
対処方法や、どこに相談するのかなどを周囲の
人と話し合っておきましょう。家の固定電話に
は、通話記録装置や迷惑電話対策機能付きの電
話機を使ったり、留守番電話の設定にしておく
ことも有効です。
　不安に思った場合やトラブルになった場合は、
できるだけ早く最寄りの「消費生活相談窓口」
に相談してください。
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コ
ロ
ナ
禍
が
3
年
目
と
な
る
な
か
、
新
年
度
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
役
員
改
選
が
あ
り
、
正

副
会
長
さ
ん
は
じ
め
、
女
性
委
員
会
・
若
手
委
員
会

な
ど
、
新
し
い
役
員
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
感
染
防
止
に
注
意
し
な
が
ら
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
令
和
4
年
度
の
事
業
計
画
を

着
実
に
実
行
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

特
に
、
会
員
数
が
か
つ
て
な
い
大
幅
な
減
少
と
な

る
中
、
ク
ラ
ブ
の
解
散
が
こ
れ
以
上
拡
大
・
波
及
し

な
い
よ
う
、
そ
の
防
止
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

課
題
解
決
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
市
町
村
老
連
は

じ
め
会
員
皆
様
と
の
連
携
を
一
層
強
め
て
ま
い
り
ま

す
。�

（
事
務
局
）

編
集
後
記

きらっ都くん

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。
保険始期月
10月
4月

保険期間
10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
7月15日～9月15日まで
1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償（新型コロナを含む※特定感染症危険補償特約付）。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2022年3月作成　21-TC11211

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷 害 保 険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

賠償責任保険 他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。

創造と連帯のシンボル　輝く会員章をあなたの胸に！
会員章には
ピン止め式とタック式の
2種類があります　

全老連創立60周年を記念した
会員証もあります
（タック式のみ）

お申込みは、所属の市町村老連、または府老連まで
1,000円 1,000円


